
地球的、社会的課題の解決と
企業としての成長を通じて、
新たな価値を創造し、
社会の発展に貢献します

環境の変化に即応し、技術革新をリード

　世界人口の増加、資源・エネルギー需要の増大、
環境意識の高まりに伴いゼロ・エネルギー住宅等の
省エネやサスティナブルな社会実現へのニーズはます
ます高まり、IoT により異業種が融合し、新たなビジ
ネスモデルが創出されています。また、高齢化社会の
進展と医療・介護市場等の拡大を受け、先進医療、
健康、介護分野の事業機会がグローバルに拡大して
います。さらに、新興国の食糧不足や先進国の高齢
化を背景に食の多様化、食の高付加価値化のニーズ
も高まっています。

経営システム刷新により、 
社会課題の解決を通じた成長戦略を加速

　当社は2017 年度から新たにスタートした中期経営
計画において、地球環境保護や人口の増加、食糧問
題、高齢化社会における健康増進等、社会が抱える
さまざまな課題の解決や IoT、AI 等の技術革新によ
る新たな価値創出を通じて社会の発展への貢献を加
速するため、経営システムを大きく変更しました。
　またこれに先駆け、2015 年に「国連グローバル・
コンパクト」に署名・参加し、人権、労働、環境、
腐敗防止の４分野にわたる10 原則に沿った企業活動
を実践することで、カネカのアイデンティティ（経営理
念）を国内外のステークホルダーの皆さまに広くご理

解いただくよう努めてまいります。

プロダクトアウトからソリューションへ

　Product OutからMarket In、つまりソリュー
ションプロバイダーの視点で成長戦略を具体的な
行動に落とし込んで、変革のシナリオを一つずつ確
実に実行に移していける組織にすることが今回の経
営システム変革のねらいです。
　具体的には、9つの事業部門を「Solutions 
Vehicle」（以下、SV）に改称し、ソリューション視点
の成長戦略を遂行する組織としました。さらにその
９つの SVをソリューション別に４つの新しいドメ
イン（「Solutions Unit」（ 以 下、SU）） に 刷 新 し、
「Material Solutions Unit」、「Quality of Life 
Solutions Unit」、「Health Care Solutions Unit」、
「Nutrition Solutions Unit」にしました。
　また、成長ドライバーを「Ｒ＆Ｄ」、「グローバル
化」、「人材育成」としながら、オープンイノベー
ションを積極的に実行し、コア事業の収益力強化
と事業ポートフォリオの変革を加速します。グロー
バルな観点の取り組みでは、欧州、米州、アジア
それぞれに地域統括会社を設立し、より地域に密
着したスピーディな経営を目指します。
　事業活動を進める国や地域の文化や習慣を理解
し、現地のお客様が求める製品を提供することが
重要と考えています。

独創的な研究開発力と、それを実現する生産力を一層強化

　当社の研究活動は、ソリューションプロバイダー
として、技術のグローバルソーシングとオープンイ
ノベーションを強化しています。時代の先行く先端
技術を積極的に取り込み、マーケットとお客様の目
線に立った価値を追求しながら、独創的な技術開
発によりオンリーワン、グローバルNo.1の優れた
素材の提供を実現します。昨年、世界最先端の研
究開発・産業の集積地である米国西海岸・シリコ
ンバレーにコーポレートの研究・事業開発拠点を
設立しました。

代表取締役社長代表取締役会長

［事業ポートフォリオ変革の結果を出す］

Products から Solutions へ

M&A
Source-in・Source-out オープン・ビジネスイノベーション

事業組織の変更 事業ドメインの新設

経営システムの変革

カネカの価値創造に向けて（変革と成長）
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　強い素材なくしてソリューション提供等できないと
いう信念のもと、圧倒的な競争力を持つ「素材」を開
発してまいります。

M&A、オープンイノベーションによる 
非連続な成長を実現

　経営システムの変革に加え、長期ビジョン実現に向
けた売上高の増加には、M&Aによる非連続な成長
が不可欠です。Strategic UnitやコーポレートとSV
が一体となって組織的にM&Aを推進していきます。
　また、自前主義を捨ててオープンイノベーションに
よる、他社技術を起点とした技術革新や事業・製品
のクラスター化を進めます。
　このように国内・海外を問わず、先端技術の獲得
や大学・ベンチャー企業とのオープンイノベーション、
提携・Ｍ＆Ａを通じた新規事業開発のスピードアッ

プを図ってまいります。

業務革新、働き方改革へのチャレンジ

　デジタル技術、IoTを駆使した業務改革、仕事の
仕組みを変えて働き方改革を進めるために、業務改
革部を新設しました。また、変革の実現には全社ス
タッフ業務を横断した連携が不可欠です。そのため、
スタッフ機能・生産性向上会議を発足させ、部門の
垣根を超えてトータルでのパフォーマンスを向上させ
ていく考えです。

成長力の源泉である人材
強いリーダーの育成とダイバーシティの推進

　変革を促す会社の仕組みの整備は進んでいますが、
最も重要なのは変革を起こす人であり、カネカグルー
プの成長力の源泉となります。

　国内外で変革を担う強いリーダーの育成に注力する
とともに、女性の活躍推進を含むダイバーシティを促
進させ、グローバルに戦える集団づくりを進めていき
ます。カネカグループの10年後、20年後を支える人
材をしっかり育成することで持続的な成長を実現して
いきます。

すべてにおいて「安全第一」を優先

　当社は、製造業において「安全は競争力そのもの」
との考えのもと、あらゆる活動において「安全はすべ
てに優先する」ことを経営方針としています。トップに
よる工場巡回やCSR 安全・品質査察等、経営層と一

体となった継続した取り組みにより、安全や防災に対
する意識や対策を高め、ゼロ災を実現してまいります。
　また、2017 年度から「環境に配慮した経営」を掲
げ、自社における「環境配慮製品」を定義し、その
充実・拡大を図っております。

　長期ビジョンで掲げた目標に向けて、本中期経営
計画は重要な位置づけです。
　社会が抱える課題を解決し魅力ある企業像と競争
力ある事業構造の実現に取り組み、当社を取り巻くす
べてのステークホルダーの皆さまの期待に応え、高く
評価される企業に変革してまいります。

事業単位 セグメント

Vinyls and Chlor-Alkali SV
Material Solutions Unit

Performance Polymers SV

Foam & Residential Techs SV

Quality of Life Solutions Unit
E & I Technology SV

PV & Energy management SV

Performance Fibers SV

Medical Devices SV
Health Care Solutions Unit

Foods & Agris SV
Nutrition Solutions Unit

化成品

発泡樹脂製品

合成繊維

機能性樹脂

電材
エレクトロ

ニクス
ソーラーエネルギー

ライフ
サイエンス

医療機器

ＱＯＬ

食品

従来のように素材を提供するだけでなく、
社会的な課題を解決するソリューションを提供する会社（＝ソリューションプロバイダー）へ変身し、
成果にこだわり、変革と成長を実現します。

ソリューションプロバイダーへの変身

大胆な経営システムの変革
ソリューションプロバイダーへの変身に向け、従来の製品をベースにした事業部組織を
Solutions Vehicle（SV）と Solutions Unit（SU）からなる新たな経営システムに変革しました。

［経営システムの変革］

●従来の事業部組織 ●新経営システム

Solutions Vehicle
（事業単位）

• ソリューション視点に基づく成長戦略を実行するDriving Force
• 新たなビジネスモデルの創出やオープンイノベーション、アライアンス、Ｍ＆Ａなど  
   Source-In・Source-Outを駆使し、事業拡大を推進

Solutions Unit
（セグメント）

• 各SVが提供するソリューションに基づいて設定した事業ドメイン
• 組織間の連携強化により社会的課題の解決に貢献

カネカの価値創造に向けて（変革と成長）

Pharma & Supplemental Nutrition SV
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長期ビジョン「KANEKA UNITED宣言」の実現に向け、カネカグループは常に企業価値の向上を目指していきます。
　「R&D」「グローバル化」「資源投入」の３つの成長ドライバーにより事業ポートフォリオの変革を加速し、
飛躍的な成長を実現させます。

中期経営計画（2017～2019年度） 

Ｒ＆Ｄ
・社会的課題を解決するソリューションを提供するための競争力を持った素材を開発。特に市場・顧客の視点に立った独創的な技術
  開発を通じ、ソリューション志向を支えるオンリーワン・グローバルNo.1の優れた素材を創出します。
・オープンイノベーションなどSource-In・Source-Outを積極的に活用、時代の先端を行く技術を獲得します。
・積極的な資源投入を継続、新製品売上高比率30％以上を実現させます。

グローバル化
・“Glocal”の視点から地域別の成長戦略をスピーディに推進します。
・アジアへの重点的資源投入は一巡 ⇒ 欧州・米州に再び成長投資へ。
・欧・米・アジアの海外地域統括会社の機能を一層強化し、現地独自の視点や
  アンテナ機能を活用した戦略的なM&A・提携を積極的に実行します。

（年度）

（億円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

201920172016
35%

40%

45%

50%

55%

60%

海外売上高比率

売上高

2,033

37%

2,400

38%

4,200

48%

米州

・既存事業の更なる生産・販売体制強化
・Health Care 領域、航空宇宙分野での新規事業創出・拡大
・M&A・提携を積極的に実行
・カネカUSイノベーションセンターの戦略的活用

欧州

・成長分野への積極的資源投入、
  M&A実行（Health Care、Material）

・新規・未進出事業領域での
  ソリューションビジネスの積極的拡大

アジア
・大型設備投資のリターンの最大化
・中国・ASEAN・インド市場の拡大
・Health Care 領域での事業拡大

早期に
海外売上高比率
50％を目指す

（億円）（億円）

0

50

100

150

200

250

300

350

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

201920172016201520142019
（年度） （年度）

2017201620152014

237 268 285 300
330

新製品売上高比率
売上高

0%

10%

20%

30%

40%

21%

24%
22%

27%

34%

1,183 1,312 1,233

1,700

3,000

［R&D費］ ［新製品売上高］

［海外売上高・比率］
・長期ビジョンで掲げた目標に向けて、本
中期経営計画は重要な位置づけです。
・為替・原油相場に加え、政治動向や地
政学リスクなど不透明な要素が多いもの
の、新経営システムのもと、事業ポート
フォリオの変革を加速させ、業績目標の
達成を目指します。

業績目標

（億円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

300

600

900

1,200

1,500

2019201720162015

5,552 5,482 6,100

8,800

870

332
430382

営業利益

（年度）

売上高

・価値あるソリューションや
新製品・新素材の提供、
M&Aの実行等により
Health Care、Quality 
of Lifeの売上構成比を
大きく拡大させます。

ポートフォリオの変革

2016年度

1,580
(29%)

1,368
(25%)

2,073
(38%)

451
(8%)

Material
Material

Quality of Life

Quality of Life

Health CareHealth Care

Nutrition

Nutrition

2019年度

売上高
5,482億円

売上高
8,800億円

2,000
(23%)

2,500
(28%)

2,830
(32%)

1,400
(16%)

［SU別売上高構成］

資源投入
・設備投資及び事業提携・M&Aなどを含めた投融資として2,000～ 3,000億円を計画しています。

・既存事業の周辺市場を主なターゲットとし、
  発展させた技術を用いた設備投資を推進

・新規事業の本格的な量産設備を取得

・既存技術とシナジーが発揮できる領域におい
て、新規または周辺市場をターゲットとした投
融資（事業提携・M&A など）を推進（Health 
Care、Nutrition 中心）。特に海外市場を中心
に、技術やバリューチェーン等でのシナジー
と、グローバルな価値を共有できる関係を構
築。またM&A等、Source-in・Source-out を
駆使し、グローバルに展開するNo.1事業の競
争力強化と事業拡大に注力します。

2017～2019

2014～2016

2011～2013

2,000～3,000億円
計画

1,240億円

1,050億円

（年）
［設備投資・投融資］

成長ドライバー

カネカの価値創造に向けて（変革と成長）

※2017年のデータについては、2017年 5月12日の決算公表ベース
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時代環境の変化を先取りしながら、課題解決のために
優れた素材を世の中に提供していきます

Material Solutions Unit

取締役専務執行役員　Material Solutions Unit　担当
兼　Material Solutions Research Institute　担当

亀高 真一郎

（年度）
（計画） （計画）

売上高
（億円）
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1500

2000

2500

3000

201920172016

Solutions Unitの戦略

モディファイヤー

変成シリコーンポリマー

塩化ビニル樹脂
塩ビ系特殊樹脂

他のSolutions Unitへの素材供給

モビリティ
航空・宇宙

コンポジット
（金属代替複合材料）

自動車（軽量化・CO2削減）

構造接着剤
※海洋中に存在する微小なプラスチック粒子。
海峡環境への影響が問題となっている

環境問題
海洋マイクロプラスチック※

海水中で分解するバイオポリマー
（バイオマス）

変成シリコーンポリマー
塩ビ系特殊樹脂
（パイプ　シーリング材　接着剤）

社会インフラ

QOL SU向け素材開発

　先進的な優れた素材、製品・サービスの提供から、
地球環境保護・省エネルギーや社会インフラの発展、
モビリティ（自動車、航空・宇宙等）の発展にソリュー
ションを提供するユニットです。コンポジットや生分
解性ポリマー等先端技術に基づく新規ポリマー等、革
新的な素材技術をリードします。
　時代の変化は激しく、例えば自動車では低燃費、
軽量化、自動運転など、ここ数年で素材・IoT で目を
見張る技術革新が進んでいます。そのような変化の中
には必ず優れた素材が必要になります。
　私たちはこれらを大きな成長機会だと捉えています。

顧客となるメーカーのみならず、その先を見極めなが
ら新たな素材を提供することにより、様々な課題を解
決していきます。

　省エネルギーや生活インフラの利便性・快適性の
向上、デジタル技術革新による情報化社会で新たな
価値創出など、人々の「豊かなくらし」の創造に貢献
するユニットです。市場ニーズに直接アクセスし、優
れた素材と独自のサービスをソリューションとして提
供します。たとえば、太陽電池、断熱材、ソーラーサー
キット工法、有機EL 照明などをパッケージでソリュー
ション提供することにより、省エネルギー住宅・ビル
の設計・建設に貢献します。
　また、電子材料については、従来の枠を超え、技
術革新の中で進む住宅や自動車などのスマート化・コ
ネクテッド化に役立つ素材・技術を創出していきます。

地球環境保護と快適なくらしに貢献
・発展する社会インフラ、モビリティ（軽量化・燃費向上） 
  などに向け、優れた素材を提供

・バイオポリマーなど、環境社会に直接役立つ素材を
  ソリューションとして提供

省エネルギーと豊かなくらしの創造に貢献
・省エネ住宅ソリューション提供 ⇒ 
  高品質でサスティナブルな住宅市場の創出

・省エネとスマート化ニーズに対し優れた素材と
  独自のサービスを提供

事業部門が持つ各 の々特長を最大限に発揮させ、
「情報化社会」「くらし」に貢献するソリューションを
提供していきます

Quality of Life Solutions Unit

取締役副社長　Quality of Life Solutions Unit　担当

田中　稔

太陽電池
回路・熱対策材料

潜熱蓄熱材
（医薬・医療分野における
温度管理輸送容器）

合成繊維
（モダアクリル）

断熱材

輸送ソリューション
新規機能繊維

機能繊維

フレキシブル
ディスプレイ用素材
小型センサー向け素材

デジタルデバイス
軽量・小型・ウェアラブル・高性能化

高性能太陽電池
（ヘテロ・バックコンタクト）

蓄電池
HEMS

（家庭で使用するエネルギーの
管理システム）
高機能断熱材　
SC 工法

住宅
Strategic
Unit

有機 EL 照明

省エネルギー
省エネルギー住宅・ビル（ZEH・ZEB※）

※ZEH・ZEB：年間に消費する正味（ネット）のエネルギー量
が概ねゼロ以下となる住宅・ビル（ネット・ゼロ・エネル
ギー・ハウス／ビル）

（計画） （計画）

売上高
（億円）

（年度）201920172016
0

500

1000

1500

2000

2500

3000

カネカの価値創造に向けて（変革と成長）

※ 2017 年のデータについては、2017 年 5 月 12 日の決算公表ベース13 14



　昨年9月のオープン以来、このモデ
ルハウスには、多くの方々が見学・宿泊
にいらっしゃいました。お子さま連れで
宿泊された方もいらっしゃいます。「快
適に過ごせました」「温度差がないので
脱衣所で服を脱ぐのも快適」といった声
や、アレルギーをお持ちの方からは、「一
歩入ると、空気のきれいさを感じる」と
いう感想もいただいています。この家
は、ダンパーの開け閉め等も自動的にし
てくれるので、難しいことを考えなくて
も、すごく快適です。

多くのお客様から、「快適でした」
という声をいただいています。
KANEKAサステナブル
ニュータウン
ZEHモデルハウス　
コンシェルジュ

文野彩子
中間真梨子

担当者メッセージ

夏はダンパーを開くことで風の流れ
を作り、冬はダンパーを閉じて熱を
外に逃がしません（右図）。さらに、フィ
ルターと除湿機能付きの 24時間換気
システム「リフレア」が、外気の花
粉等を取り除きながら、夏は除湿、
冬は加温した空気を室内に送り込む
ので、エアコンに頼りすぎることなく、
快適に暮らすことができます。「ソー
ラーサーキットの家」は、1988年の
誕生以来、これまでに 21,000棟以上
が建設されています。

ネット・ゼロ・エネルギーハウスに対応するモデルハウスを建設し、
多くの人に暮らしやすさを実感頂く活動を進めています
住宅のCO2排出量削減に向けて、政府は2020年までに「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」

（ZEH／ゼッチ）を標準的な新築住宅とする目標を掲げています。
カネカは、「ソーラーサーキットの家」で培った省エネ技術と、太陽光パネルによる
創エネ技術をあわせ持つ企業として、人と地球にやさしいソリューションを提供していきます。

　快適性を損なわ
ずに、環境負荷の少
ない家を実現するため
の研究が、私のテーマです。快適性や省エ
ネを達成する手段は、実は百人百様。住む
人の生の声を聞き、実測・実態に即した研
究が大事だと思っています。昨年の夏から、
「ソーラーサーキットの家」の施主さんにご
協力いただきながら、ソーラーサーキットの
性能の経年変化を評価中です。カネカとの
関わりのなかで感じたのは、素材メーカーは、
アッセンブリのメーカーとは違う発想ができ
ること。断熱材からソーラーパネル、蓄電池、
有機ELまで作っているカネカは、いずれ独
自の素材技術でZEHをさらに進化させるこ
とも、不可能ではないかもしれません。

素材メーカーならではの発想
と技術に期待しています。
信州大学工学部建築学科　
准教授

高村秀紀様

夏 冬

外断熱と二重通気技術を組み合わせた
SC（ソーラーサーキット）工法

アウターサーキット
太陽熱による
熱気を外へ

インナーサーキット
開いてさわやか

ダンパーダンパー

インナーサーキット
閉じてあたたかい

結露の原因となる
湿気を外へ

アウターサーキット

「ソーラーサーキットの家」を 
ZEHに

　2016年、カネカは高砂工業所に
「KANEKA サステナブルニュータウ
ン」を竣工。その一角に ZEHのモ
デルハウスをオープンしました。
ZEHとは、消費するエネルギーと同
等のエネルギーを発電し、年間の電
力消費をゼロにする住宅のことです。
　このモデルハウスは、「ソーラー
サーキットの家」に、瓦一体型太陽
電池「VISOLA」を設置し、蓄電池
やエネルギーマネジメントシステム

を導入することで、晴れた日の昼間
に発電・蓄電した電力を照明やエア
コンに使用し、余剰電力を売電しま
す。見学だけでなく、宿泊できるモ
デルハウスとして、ZEHの暮らしや
すさを体感していただいています。
　今後も、カネカは、工務店の方々
とともに ZEHの普及拡大に取り組み、
CO2の削減と同時に、快適や健康と
いった、住む人の「ネガイをカナエル」
ソリューションを提供していきます。

快適と省エネを両立する 
「ソーラーサーキットの家」

　カネカの「ソーラーサーキットの家」
は、高断熱・高気密によって快適と
省エネを両立した戸建住宅です。屋
根から基礎まで家全体を断熱材「カ
ネライトフォーム」で隙間なく包み、
「気密シーリングテープ」で断熱材の
継ぎ目をふさぐことで、約 40坪の家
でも気密性能（隙間相当面積）がハガキ 1
枚分という高気密を実現しました。
　また、外壁と内壁の間を活用して、
自然のエネルギーを上手に利用しま
す。床下と屋根裏にダンパーを設け、

ステークホルダー・メッセージ

ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）への取り組み
　カネカでは、ZEB実現に向けた
取り組みも進めています。
　ZEBの推進には、建物の屋上だ
けでなく、壁面にも太陽光発電シス
テムを導入し、エネルギー自給率を
高めることが重要です。しかし、壁
面に設置すると周囲への太陽光反
射による光害等が発生し、導入時
の支障となっていました。そこで当
社は、2016年に国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発
機構（NEDO）と共同で、低反射環境
配慮型の太陽光発電システムを開
発しました。
　さらに、同年11月にオープンし

た研修施設「カネカ未来創造館」（写
真）の壁面に低反射太陽電池、手
摺部には光を透過する薄膜シース
ルー太陽電池を設置して検証を進
める等、ZEB実現のソリューション
提供に向けた様々な取り組みを進
めています。

※ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）建築構造や設備の省エネ、再生可能エネルギー等の活用で、化石
燃料等から得られるエネルギー消費量がゼロ、あるいは、概ねゼロ、となる建築物

KANEKAサステナブルニュータウンの全景。手前、「ソーラーサーキットの家」を体感できるモデルハウス

Quality of Life Solutions Unitの取り組み事例
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サプリ・健康食品事業拡大

M&A等による製品群拡充
サプリ新素材開発

健食 Strategic Unit

　「Nutrition」（生きる上で必須の滋養）を「食」そ
のものと定義し、その価値を高めるソリューションを
提供するユニットです。食の多様化に応え、美味しさ
や栄養など様々な付加価値を提供する特色ある食品
素材や、健康の維持・増進に貢献するサプリメント素
材を提供します。また、食の原点である農・畜・水産
分野にも事業領域を拡大し、機能性肥料等の食料生
産支援ソリューションを提供します。
　特に従来までの製パン・製菓素材、サプリメントに
加え、農畜産から乳製品の開発に至る新たなビジネ
スモデル等を創出するとともに、カネカブランドがイ
コール健康ブランドとなるマーケティング戦略を追求
し、健康と豊かな「食」に貢献していきます。

健康と豊かな「食」に貢献
・食の多様化や豊かな食に貢献するソリューションを幅広く提供
・疾病予防、健康増進に貢献するソリューションの提供、 
  素材ラインアップ拡充

・農業・畜産・水産分野の生産支援に寄与する
  ソリューションを提供

事業ポートフォリオを変革して新たな切り口で
高収益のビジネスモデルを創出していきます

Nutrition Solutions Unit

取締役常務執行役員　
Nutrition Solutions Unit　担当

天知 秀介

食多様化、健康志向
農・畜産領域への拡大

人口増・食料問題

  カネカペプチド
（新・高機能性肥料）

食料生産支援

付加価値食品ニーズ 健康志向の拡大

不凍タンパク質
（新規食品素材）

食品品質向上

（計画） （計画）

売上高
（億円）

（年度）201920172016
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サプリメント
（コエンザイム Q10)

製パン・製菓素材
（マーガリン、ショートニング、イースト）

医療先進国で最大の市場でもある米国での知見を基に、
ライフサイエンス分野で確固たる事業基盤を構築していきます

Health Care Solutions Unit

取締役常務執行役員　Health Care Solutions Unit　担当
兼　Health Care Solutions Research Institute　担当

藤井 一彦

（計画） （計画）

売上高
（億円）

（年度）201920172016
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P40

血管内治療用
カテーテル

血液浄化装置 医薬品中間体・ＡＰＩ

自動細胞培養装置 細胞分離デバイス

再生・細胞医療
再生・細胞医療の実用化、普及

ドラッグデリバリーステント　
生分解性ステント

先端医療機器
新規治療デバイス

核酸クロマト型チップ
（遺伝子検査・診断機器）

細菌検査機器

検査・診断
遺伝子検査・疾病予防

グローバルな事業拡大

低分子医薬
API 拡大

プロテインA担体
（抗体医薬精製用素材）

バイオ・核酸医薬
（受託製造事業）

最先端医薬
バイオ、核酸医薬等技術進展

　高齢化社会・医療高度化社会が進展するなかで、
人々の健康増進や医療の発展に貢献するソリューショ
ンを提供するユニットです。世界レベルで展開してい
る血管内治療カテーテルなどの医療デバイスや低分
子医薬品（API・中間体）、バイオ医薬品、再生・細
胞医療技術や先進的な治療・診断技術等のソリュー
ションを提供します。
　特に米国でライフサイエンスのプレゼンスを高める
ために、関連情報の収集、研究機関との連携、M&A
を視野に、新たな事業機会探索を進めます。2016 年、
シリコンバレーにR&D拠点を設立し、ビジネスに直
接結びつく研究体制も構築しています。

高齢化社会・医療高度化社会に貢献
・バイオ医薬、再生・細胞医療などの先端医療分野に
  おいて、グローバルに製品開発やマーケティングを強化

・オープンイノベーションや米国Ｒ＆Ｄ拠点積極活用
・デバイスと医薬の融合による価値あるソリューションを提供

カネカの価値創造に向けて（変革と成長）

※ 2017 年のデータについては、2017 年 5 月 12 日の決算公表ベース17 18



バイオ医薬品で、
健康な社会づくりに貢献します
Biopharmaceuticals バイオテクノロジーの発展が 

生んだ「バイオ医薬品」

　バイオ医薬品とは、遺伝子組換え
や細胞融合、細胞培養等のバイオテ
クノロジーを応用して製造される医
薬品です。遺伝子（DNA）がタンパ

ク質の設計図であることが解明され、
DNAの組換えが可能になったこと
等が、バイオ医薬品の発展につなが
りました。従来からの有機合成技術
による低分子医薬品とは異なり、生
物の体内にあるDNAやタンパク質
を利用して作られるため、バイオ医
薬品は分子量が大きく複雑な形をし
ています。バイオ医薬品は、生物が
つくる自然の分子構造に似ているの
で、副作用がより少なく、多くの病
気において高い治療効果があると同
時に、病気の診断にも役立ちます。
最近では、関節リウマチやガン等、
難病とされていた疾病に対する医薬
品として注目を集めています。

2010 年、バイオ医薬の 
分野に参入

　カネカは、1970年代より、低分子
医薬品を生産する有機合成技術にバ
イオテクノロジーを融合させ、キラル
化合物※ 1の分野で独自の技術を開発
することで、世界の医薬品メーカーと
の信頼関係を構築してきました。
　そこで培ったバイオテクノロジー
やノウハウを活用して、バイオ医薬
品分野に参入するために、2010年に
ユーロジェンテック社を子会社化し
ました。同社は、1985年にベルギー
のリエージュ大学から独立した企業
で、バイオ医薬品の受託製造を中心
に、研究試薬や診断薬向けのタンパ
ク、DNA、ペプチド等、ライフサイ
エンス製品の製造・販売を行ってお
り、バイオテクノロジーの分野で豊富
な経験と実績を持っています。

カネカとユーロジェンテック社が 
一体となった取り組みをスタート

　ユーロジェンテック社がカネカグ
ループの一員となったことは、双方に
大きなメリットをもたらしました。カ
ネカはバイオ医薬品という新たな事業

※1 キラル化合物：右手と左手のように鏡像の立体異性体を持
つ物質。右手が薬効を持ち、左手が副作用をもたらすケースがある。
一般的な有機合成技術では両方が生成されるが、カネカはバイオ
テクノロジーを応用することでキラル化合物の一方を選択的に製
造することを可能とした

の柱を確立し、一方、ユーロジェンテッ
ク社は、カネカをバックボーンに得た
ことで社会的な信頼性が増し、大手
製薬会社からの引き合いも増えました。
　技術開発においては、新たな治
療を可能にすると期待されている
DNAワクチン等に利用される「プ
ラスミド」の効率的な製造技術に関
する特許を取得、量産化を実現する
等、両社の研究開発部門が共同研究
を加速化させています。
 「バイオ医薬品開発では、ガンや糖尿
病などさまざまな疾病を対象に、従来
にない新たな治療法の研究がますます
活発になっています。『プラスミド』は
そうした開発に欠かせないもので、今
回カネカグループとして成功した量産
化は、創薬のスピードアップ、ひいて
は病気の早期発見・治療につながる
ものです。お客様からは世界最高水
準の技術と高く評価されています。今
後、大型GMP適合製造設備を新設
し、さらに高まる需要に応えていきます」 
（カネカユーロジェンテック副社長　リーベン・ヤンセン）。

詳細につきましては
ウェブサイトをご覧ください。

カネカ　CSR 検 索

1980年代に実用化され、
近年、著しい成長を見せている「バイオ医薬品」。
世界で 3億5千万人以上が、その恩恵を受けています。
低分子医薬品の生産技術に
バイオテクノロジーを導入することで
世界の製薬メーカーと信頼関係を築いてきた
カネカグループは、2010年、
バイオ医薬分野への参入を果たすべく、
ベルギーのユーロジェンテック社を子会社化。
低分子医薬品とバイオ医薬品の両面から、
健康と医療にソリューションを提供していきます。

医薬品関連事業
　当社グループでは、医
薬 品関 連 事 業として

「API、中間体」「抗体医
薬精製用プロテインＡク
ロマトグラフィー担体

（KANEKA KanCap A）」
「ジェネリック医薬品」「再
生・細胞医療」等に取り
組んでいます。

カネカグループの
医薬品開発・製造ネットワーク
　カネカの高砂工業所、カネカシンガポール社および大
阪合成有機化学研究所において、医薬品中間体や API※2

等の製造を行っている他、オープンイノベーション拠点と
して、大学やバイオ関連のベンチャー企業が数多く存在
する米国カリフォルニア州に「カネカUSイノベーション
センター」を設置しています。また、カネカユーロジェンテッ
ク社は、ベルギーに本社とバイオ医薬品の受託製造拠点
を持つ他、ライフサイエンス製品はベルギー、英国、米国
カリフォルニア州にも製造拠点を持っています。

カネカユーロジェンテック

高砂工業所 大阪合成有機化学研究所

カネカUS
イノベーションセンター

低分子医薬品で培ったバイオテクノロジーを
バックグラウンドに、バイオ医薬分野へ

DNAワクチン等に利用される「プラスミド」を培養生産。新たな治療法を可能にすると期待される

※2 API：医薬品としての有効成分を有する原体

Health Care Solutions Unitの取り組み事例
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りません。カネカユーロジェンテッ
ク社では、すでに次世代のバイオ医
薬品として注目されている遺伝子治
療の開発にも着手しています。これ
からも、先進・独自の技術を追求し、
医療の進化によって社会に貢献した
いと私たちは考えています」（前出　
リーベン・ヤンセン）。
　今後もカネカとカネカユーロジェ
ンテック社は、バイオ医薬品、低分
子医薬品、そしてそれらの融合領域
において、医薬品開発に不可欠な
パートナーとして、ヘルスケアへの
ソリューションを提供していきます。

バイオ医薬品、低分子医薬品、そして融合領域で、
世界の製薬会社から信頼されるパートナーに

製薬会社のパートナーに 
求められる信頼性・柔軟性

　製薬会社のお客様から選ばれる受
託製造会社であるためには、先端技
術を保有しているだけでなく、安全・
安定した製品提供を行えることが大
前提となります。カネカユーロジェ
ンテック社※ 3では、医薬品等の製
造管理・品質管理の世界基準であ
る GMP（Good Manufacturing Practice）や、
米国食品医薬品局（FDA: Food and Drug 

Administration）の認証を取得すること
で高い信頼性を得ています。
 「医薬品製造には厳格な品質管理が
求められます。私たちは厳しい世界
基準である GMPと FDA認証を問
題なく取得しました。以来、同基準

に則った作業標準書の作成・維持・
管理、社員教育や定期的トレーニン
グ、顧客・当局による査察等、品質
管理システムを維持・強化し続けて
います」（カネカユーロジェンテック　バイオ
ロジクス事業責任者　イングリッド・ダー）。

　また、医薬品開発の初期段階にお
いては、開発物質の構造の変更、ス
ケジュールの変更等が頻繁に発生す
るため、顧客からの要望へのフレキ
シブルな対応能力も必要です。同
社では、プロセス開発から GMP生

産・品質管理まですべての工程を 1
社でマネジメントする「ワンストッ
プショップ」として、効率的な開発
支援を提供しています。これら業務
に携わるスタッフをはじめ、カネカ
ユーロジェンテック社のプロジェク
トチームの専門性と対応力は高く評
価され、リピーターのお客様も増え
ています。

健康な社会づくりに 
ソリューションを提供

　カネカグループの医薬品事業は、
これまでも単なるものづくりではな
く、お客様から提示された医薬品の
構造から、独自の技術をもとに効率
的な生産方法を提案するというソ
リューション提供型のアプローチを

※3 2017年4月1日に社名変更

とってきました。バイオ医薬品を新
たな事業の柱に加えることで、提案
の幅は大きく拡がりました。
　カネカユーロジェンテック社では、
新たな技術開発や顧客のニーズに
即座に対応できるよう、同社が長年
培ってきた受託製造のノウハウを軸
に「バイオ医薬品製造技術のプラッ
トフォーム※ 4化」を推し進めています。
 「私たちが医療に貢献しつづけるに
は、この技術プラットフォームをさ
らに強化する必要があります。カネ
カとの研究シナジーを進め、将来的
には私たちがカネカグループのバイ
オ医薬品事業のセンター機能を担え
るよう研究開発力を強化していきま
す」（前出　イングリッド・ダー）。
 「世界トップクラスのソリューショ
ン・カンパニーであるためには、常
に技術革新を起こし続けなければな

※ 4 プラットフォーム：第三者がビジネスを行う上で
の基盤（技術や装置、サービス等）を提供すること

バイオ医薬品だけでなく、研究試薬や検査薬等バイオテクノロジー
全般を取り扱うカネカユーロジェンテック。
最新の設備導入、システム化や人材育成により医薬品製造に求めら
れる品質管理の維持・強化を継続している

カネカユーロジェンテック社は、
地域と世界をつなぐ
理想的な企業。

　ＡＷＥＸは、地元企業の海外進出や
外資企業の誘致・支援等を通じて、地
域経済発展を目指す公的機関です。ワロ
ン地域には現在 200 社以上のライフサ
イエンス企業があり「サイエンスパーク」
としてめざましい発展を遂げています。
　なかでも、カネカユーロジェンテック
社はその理想的なビジネスモデルとし
て、地域の成長を牽引しています。同
社は、顧客へ迅速で安全な治療を実現
するソリューションを提供し、医療の
進歩にイノベーションを起こす重要な
役割を担っています。これは、患者の
方々の生活の質を向上させる価値ある
取り組みです。
　2016 年、私たちはその貢献に対し
て、誇りと感謝の意をもってワロン地域
の欧州向け輸出業最優秀賞 （Prix à l’
Exportation Europe）を贈呈しました。
今後も世界の医療への貢献を通じ、カネ
カユーロジェンテック社がリーダー的な
存在として、地域とともに発展すると確
信しています。

ベルギー王国ワロン地域政府貿易・
外国投資振興庁（ＡＷＥＸ）

ＣＥＯ

パスカル・デルコミネット様（左）
アジアパシフィック部マネージャー

アイシャ・ベンマラ様（右）
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